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水稲 の無農薬栽培 にお ける雑草 防除技術 の開発

第 3報 雑草発生による水稲の収量と整粒歩合の変動
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1 は じ め に

山形県内の水稲の無農薬栽培の実施面積は,平成元年

(198∝つ に特別栽培米として約26haの栽培であったが ,

平成 7年には104haと 4倍にまで増加している (山形県調

べ)。 これは消費者のニーズが多様化していることに呼応

し,生産者も有機栽培と称されているような農薬や化学肥

料の使用を減ずるか,あ るいは使用しない栽培法への取り

組みが各地で盛んになっているためである。

無農薬栽培を行う場合の雑草防除法として広く行われて

いるのが除草機押しであるが,これは労働負荷が大きく単

位面積当たりの労働時間も長くなる。これに替わる方法と

して,近年アイガモによる方法が各地で実践され,ま た再

生紙マルチや鯉放飼による方法などの試みもある8(ゝ

除草剤以外の方法で防除する際の最大のポイントは残草

量の水準設定であるが,収量と品質を勘案して許容水準を

設定する必要がある。ここでは雑草害による収量と品質の

変動を検討し,今後の技術開発の資とすることを目指した。

2試 験 方 法

n)場所 山形県立農業試験場置賜分場
2)品種 ササニンキ
13)栽培法

1)殺虫剤,殺菌剤,除草剤を使用しない。
2)施肥 :N成分で基肥0 3kg/a,追肥 (出穂前35日 )
0 2kg/aと し,発酵鶏ふんを施用した。

3)有機物 :牛きゅう肥100～ 2001g/aを施用した。
4)移植 :5月 18日～5月 22日
に)データの取り扱い
1)各年次ごとに完全に除草した区の収量を標準とし,
これに対する比率を減収率として表した。

2)粗玄米を181oで飾選別し,整粒歩合を算出した。
3)雑草発生量は移植後50日 頃の風乾重で示した。

3 試験結果及び考察

完全除草区の平均収量は52 2kg/aで ,慣行栽培 (化学

肥料,農薬使用)の収量平均の61 5kg/aに対比すると,
85で低い水準である。また変動幅は465～64 0kg/aで変

動係数は0132で あり,慣行栽培の変動係数0042に 対 し年

次間の変動が大きい。このような条件の中で,雑草発生が

あった場合には表 1に示すような雑草の害があらわれてい

る。

表 1 無農薬栽培の収量・整粒歩合
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505
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451
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794
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759

92 3         73 6

100 0         74 1

75 6
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注 *:各年次の標準区収量に対する比率

表 2に各年次の各区における雑草発生状況を示した。区

間で若千の発生草種の偏りがみられ,タ イヌビエの発生は

比較的少なかったが,コ ナギ,マ ツバイ,ホ タルイが多 く

発生していた。また,こ の 3種の草種別割合も一定ではな

く,その発生比率には区間差があった。なおここで考察す

る際には,全草種の合計を雑車発生量として扱った。

図 1に発生雑草の風乾重の合計と水稲の収量の関係を示

した。この図にみるように発生量が多くなれば収量への影

響は大きくなり,各年次の標準収量に対する収量比は低 下
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表2 移植後50日 頃の雑草発生状況 師瞭種・ g/ピ ) ムは異なり,それらに関して各草種ごとの雑草害は既に報
告されている・ 2)。 ところが本報告のように数種が混在 し,

その発生比率にもばらつきがある場合の検討は,その精度

が低下する。一方無農薬栽培を行っている農家のほ場では,

発生雑草が単一種であることは少なく,数種が混在してい

る。従って,草種をある程度考慮するものの,雑草の総発

生量で雑草の害を判断とする簡便法も必要と思われる。

次に雑草害による減収が品質に及ぼした影響をみたもの

が図 2である。収量比を減収率に置き換えて表しているが
,

減収率が大きくなるとばらつきはあるものの,整粒歩合が

低下する。整粒歩合70%以下となるのは,概ね減収率で20

%以上と推測された。
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図 1 雑草の発生量と収量

する。これは1%水準で有意であり,収量比をy,発生雑
草風乾重を Xと すると,推定式 y=ax2+bx+。 (a=
000052,b=-0292,C-962854)で 表すことができる。
具体的には,雑草風乾重が20g/ピの場合に収量比率は90
%と なり,順次60g/席で80%,110g/♂で70%,190g
/ピで60%と なる。
さて,雑草の各草種ごとの水稲に及ぼす影響のメカニズ

減 ltR事

図2 収量と品質

4 ま と め

水稲の無農薬・無化学肥料栽培で,移植後50日前後の全
発生雑草風乾重と水稲収量の関係は,収量比をy,雑草風
乾重をXとすると,推定式 y=ax2+bx+C(a=o o0052,

b=-0292,C‐ 962854)で 表すことができる。また整
粒歩合70%以下となるのは減収率で20%以上と推定される。
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